
●市報２月５日号の掲載情報は1月27日時点のものです 
●令和５年第１回調布市議会定例会は、２月２８日（火）開会の予定です（議会中継は市■HPから視聴可）。
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先
日
、
週
刊
朝
日
の
本
年
５
月
末

で
の
休
刊
の
報
に
接
し
、
思
わ
ず
た

め
息
が
漏
れ
た
。

振
り
返
れ
ば
約
半
世
紀
前
の
大
学

生
時
代
に
、
毎
週
発
売
を
待
ち
か
ね

る
よ
う
に
同
誌
を
読
み
ふ
け
っ
た
こ

と
を
思
い
出
す
。
当
時
の
お
目
当
て

の
一
つ
は
、
城
山
三
郎
の
連
載
小
説

「
通
産
官
僚
た
ち
の
夏
」（
註
）。
伝

説
の
異
色
官
僚
、
佐
橋
滋
氏
を
モ
デ

ル
と
す
る
主
人
公
を
中
心
に
展
開
さ

れ
る
、
高
度
経
済
成
長
に
向
か
う
日

本
の
産
業
政
策
を
ど
う
形
づ
く
る
か

に
つ
い
て
の
、
ま
る
で
切
っ
先
を
戦

わ
せ
る
よ
う
な
迫
力
あ
る
議
論
の
応

酬
、
お
よ
び
国
家
の
命
運
を
握
る
人

々
の
人
間
の
業
と
で
も
い
う
べ
き
強

烈
な
生
き
ざ
ま
の
描
写
に
、
陶
酔
す

る
よ
う
に
引
き
込
ま
れ
た
こ
と
を
記

憶
す
る
。
た
だ
、
後
年
そ
の
通
商
産

業
省
（
現
経
済
産
業
省
）
の
外
郭
団

体
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は

当
時
、
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
が
。

こ
れ
で
、
三
大
全
国
紙
の
名
称
を

そ
の
ま
ま
冠
し
た
週
刊
誌
は
一
誌
を

残
す
の
み
と
な
っ
て
し
ま
う
。
強
い

娯
楽
性
と
は
一
線
を
画
す
、
オ
ピ
ニ

オ
ン
発
信
的
な
新
聞
社
系
の
媒
体
が

も
は
や
現
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の

だ
ろ
う
。
小
説
類
以
外
の
誌
面
内
容

も
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
今
回
の
休

刊
決
定
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題

に
関
す
る
、
日
本
人
の
認
識
レ
ベ
ル

の
低
下
や
思
考
の
短
絡
化
な
ど
の
悪

し
き
傾
向
だ
け
に
起
因
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
よ
い
が
と
思
う
ば
か
り
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
収

集
を
採
用
し
て
も
一
向
に
構
わ
な
い

が
、
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
問
題
の
本
質
を
捉
え
た
上
で
展

開
さ
れ
る
、
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え

た
骨
太
の
議
論
の
必
要
性
を
今
後
と

も
多
く
の
人
た
ち
と
確
認
し
合
っ
て

い
き
た
い
。

休
刊
に
思
う

（註） 1974年に週刊朝日で、「通産官僚たちの夏」のタイトルで連載されたのち、翌1975年に「官僚たちの夏」と改題されて新潮社により単行本化。週刊朝日ではそれ以外に、司馬遼太郎の「街
道をゆく」なども、四半世紀（1971年～96年）の長期にわたる連載紀行文集として評価が高い。

⬅⬅⬅そのほかの子育て支援は2面をご覧ください

対　象 ギフトの内容 条　件
令和４年４月１日～令和５年１月末に
　妊娠届出書を提出した市民

出産応援ギフト
（５万円相当）

2月下旬に対象者へ案内
と申請書を送付。返送の
あった方へ 4月以降に提
供

令和４年４月１日～令和５年１月末に
　出生届出書を提出した市民

出産・子育て応援ギフト
(計 10万円相当）

令和５年２月１日以降に
　妊娠届出書を提出した市民

出産応援ギフト
（５万円相当）

ゆりかご調布面接実施後、
4月以降に提供

令和５年２月１日以降に
　出生届出書を提出した市民

子育て応援ギフト
（５万円相当）

こんにちは赤ちゃん訪問
実施後、4月以降に提供
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み ん な が 笑 顔 で つ な がる・ ぬくもりと輝 き のまち 調 布 5令和5年（2023年）2

所在地：〒182-8511 東京都調布市小島町 2-35-1　 ☎042-481-7111市ホームページ： https://www.city.chofu.tokyo.jp/

　妊娠期から出産・子育て期までの寄り添った相談支援と出産育児関連用品の購
入などの経済的支援を実施します。対象者へ、育児用品や子育て支援サービスな
どをインターネット上のサイトで選択できるギフトカードをお渡しします。
■他詳細は市■HP参照　■問健康推進課☎４４１－６０８１

誰もが安心して子どもを産み、育てられるようにさまざまな支援を行っています。
お子さんの成長や家庭状況に合わせて、上手に活用しませんか。

市HP

ようこそ調布っ子サポート事業

市報ちょうふの配布に関する問い合わせは
市報ちょうふ配布コールセンター

☎042-300-3131

出産・子育てを応援します

妊娠から子育てにわたる切れ目ない支援

４月１日から市内の緑地・緑道なども禁煙に……………3
税の申告はできるだけ郵送でお早めに………………8・9
第６回日本映画人気投票受付開始……………………12
野菜づくりを体験してみませんか……………………１５
新型コロナワクチン……………………………………16

（国の出産・子育て応援交付金事業）
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誰もが安心して子どもを産み、育てられるようにさまざまな支援を行っています。
お子さんの成長や家庭状況に合わせて、上手に活用しませんか。

妊娠・出産時の支援

子育て家庭への支援

ひとり親家庭への支援

子ども家庭支援センターすこやか
　子どもの発達、子育てや子どもと家庭についての相談、お
子さん自身からの相談などを受け付けています。必要な場合
は専門機関を紹介します。まずはお気軽にご相談ください。
■問子ども家庭支援センターすこやか☎481－7731

子ども発達センター
　子どもの発達に応じた療育や発達相談を
行っています。
■問子ども発達センター☎486－1190

児童手当
中学校終了前の児童を養育している保護者

に手当を支給します。

乳幼児医療費助成
　就学前の子どもの医療費の自己負担分を助
成します。

義務教育就学時医療費助成
　小学校1年生～中学校3年生の医療費の自
己負担分を助成します。

高校生等医療費助成（４月開始）
　高校生相当年齢の方の医療費の自己負担分
を助成します。
■問子ども家庭課☎481－7093

児童扶養手当、児童育成手当
　対象児童の父・母または養育者に手当を支給
します。

ひとり親家庭等医療費助成
　対象児童と、その父・母または養育者の医療
費を助成します。

ひとり親家庭就労支援
　就職、転職、資格取得などの相談を行ってい
ます。
■問子ども家庭課☎481－7093・7095

ファミリー・サポート・センター
　保育（6カ月～小学校6年生対象）などの援助を受けた
い人（依頼会員）と援助できる人（協力会員）が子育てを
助け合う制度です（登録制）。
■問ファミリー・サポート・センター
　☎481－7730（子ども家庭支援センターすこやか内）

子育てひろば
妊娠・出産・子育てについての相談や、さまざまな

事業に参加できます。市内11カ所の児童館で実施し
ています。
■問児童青少年課☎481－7534

ゆりかご調布
　母子健康手帳交付時に、保健師・助産師・看護師が面
談を行っています。

もうすぐママ・パパ教室
　沐浴体験など出産準備のための教室を実施しています。

産後ケア事業
　助産院や医療機関などでお母さんが休養をしたり、助産
師による育児や授乳の相談を受けられます。
■問健康推進課☎441－6081

産前・産後の家事や育児の支援が必要な家庭
にヘルパーを派遣します（登録制・有料）。
■対母子健康手帳交付を受けた日から、出産日
後６カ月を迎える月の末日までの妊産婦また
は乳児のいる家庭（多胎の場合は出産日後
１年を迎える月の末日まで）
■問子ども家庭支援センターすこやか
　☎481－7731

産前・産後支援ヘルパー（ベイビーすこやか）

子育てに関する相談

子育て家庭への支援

妊娠から子育てにわたる切れ目ない支援

出産・子育てを応援します

妊娠・出産

支援・助成

相談・支援

　右のQRコードを読み取るか、LINEの
ホーム画面の検索バーで「調布市」と検索
して、友だちに追加してください。
　　　　　　　　　　　　　

市公式LINEアカウントに
友だち登録しませんか

近くの児童館へ
行こう！

まずはお気軽に
ご相談を

ちょっとだけ
預かってほしい時

　１歳児健診や歯科検診、市が行う子ども向けの講座や各
種イベントなどの情報を定期的にLINEでお届けします。

登録方法

LINEでも子育てに関する

情報を発信中！

　（広報課）

●児童虐待の「早期発見」は、子どもと保護者を必要な援助につなげるための第一歩です
　虐待されている子どもや、その保護者は援助が必要です。虐待が疑われる行為に気づいた場合はご連絡ください。なお、連絡した方の個人情報は守ります。
■時午前９時～午後５時（第３土曜日とその翌日、年末年始を除く）　■問すこやか虐待防止ホットライン 0120－087－358（子ども政策課）

子どもの医療費助成
完全無償化！

4月から


